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サ
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を
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東
京
地
本
営
業
協
議
会
は
、
一
〇
月
八
日
に

第
二
回
駅
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
交
流
会
を
開
催

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ま
ず
各
地
区
本
部
・
支
部
ご
と

に
集
ま
っ
た
あ
と
、
既
に
駅
遠
隔
操
作
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
職
場
を
見
学
に
行
き
、

そ
の
券
売
機
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
視
察
し
、
問

題
点
な
ど
を
当
該
職
場
の
組
合
員
か
ら
出
し
て

も
ら
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
八
王
子
地
区
本
部
営
協
は
、
導

入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
国
立
駅
（
中
央
ラ
イ
ン

モ
ー
ル
管
理
）
に
集
合
し
、
当
該
駅
の
組
合
員

に
状
況
を
聞
い
た
。
そ
の
後
、
既
に
導
入
さ
れ

て
い
る
大
久
保
駅
に
移
動
し
、
新
橋
支
部
営

　

前
述
の
と
お
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
営
業
関
係
施
策

と
し
て
、
駅
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
伴
う
早
朝

時
間
帯
の
無
人
化
や
窓
口
閉
鎖
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
へ
の
委
託
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
理
化
施
策
が
計

画
さ
れ
、
際
限
の
無
い
大
幅
な
合
理
化
が
行
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
東
京
支
社
か
ら
は
、
九
月

協
と
合
流
。
Ａ

口
が
無
人
化
さ

れ
て
遠
隔
操
作

さ
れ
て
い
る
実

態
・
問
題
点
を

組
合
員
に
出
し

て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
後
地
本

会
議
室
に
集
合

し
、
既
に
導
入

さ
れ
て
い
る
職

場
の
組
合
員
か

ら
の
報
告
や
、

今
日
視
察
し
て

き
て
の
問
題
点

な
ど
を
出
し
合

っ
た
。
既
に
導

入
さ
れ
て
い
る

馬
喰
町
駅
か
ら

は
「
東
口
が
無

人
化
さ
れ
、
一

人
で
両
口
見
て

い
る
。
東
口
か

ら
五
分
に
一
回

1 1 月 5 日

く
ら
い
呼
ば
れ
る
。
東
口
で
見
て
い
る
と
、
呼
び

出
し
ボ
タ
ン
が
わ
か
ら
ず
、
困
っ
て
い
る
年
配

者
や
外
国
人
を
多
く
見
か
け
る
」、
王
子
駅
か
ら

は
「
遠
隔
台
の
ポ
ス
ト
（
乗
り
越
し
の
切
符
を
入

れ
て
も
ら
う
）
に
定
期
を
入
れ
て
し
ま
う
お
客
さ

ま
が
い
て
、
そ
の
都
度
走
っ
て
い
く
。
ま
た
精
算

機
で
は
、
モ
バ
イ
ル
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
は
対
応
で
き
な

い
」、
大
久
保
駅
か
ら
は
「
無
人
の
Ａ
口
を
勝
手

に
出
て
い
く
人
が
い
て
、
他
の
お
客
さ
ま
か
ら
苦

情
。
そ
の
時
間
に
Ａ
口
で
見
張
っ
て
い
て
く
れ
と

言
う
が
、
そ
ん
な
要
員
は
い
な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
各
支
社
で
多
く
の
駅
に
駅
遠
隔
操

作
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
新
松
戸
駅
で
は
、
常
磐
線
・
武
蔵
野
線
八
駅

を
制
御
す
る
事
と
な
る
の
を
は
じ
め
、
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
く
事
が
予
想
さ
れ
る
。
地
方
本
部
は
、

営
業
協
議
会
や
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
連
絡
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
触
車
事
故
な
ど
の
安
全
問
題
を
は
じ
め

と
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
職
場
の
問
題
を
、
日
常
の
点

検
か
ら
職
場
検
証
の
取
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
一
四

年
度
国
労
東
京

議
員
団
総
会

が
、
九
月
二
〇

日
に
、
第
六
五

回
定
期
地
方
大

会
が
行
わ
れ
た

発
明
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ

た
。

国 労
加 入

一
三
日
に
大
幅
な
合
理
化
が
提
案
さ
れ
た
。

出
札
窓
口
の
廃
止〜代

々
木
・
目
白
・
田
端
・
南
柏

駅
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

Ａ
口
を
無
人
化
し
、
本
屋
口
か
ら
終
日
制
御

　
　
　
　
　
　
　

〜
代
々
木
・
十
条
・
北
赤
羽

　

早
朝
時
間
帯
を
無
人
化
し
、
遠
隔
制
御

　

〜
尾
久
・
三
河
島
・
南
千
住
・
馬
橋
・
北
小
金
・

　
　

北
松
戸
・
南
柏
・
北
柏
・
天
王
台
・
南
流
山

駅
業
務
委
託

　
　

〜
馬
橋
・
南
柏
・
北
柏
・
天
王
台
・
南
流
山

　

こ
の
ほ
か
、
横
浜
支
社
・
八
王
子
支
社
・
大
宮
支

社
で
も
、
駅
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
導
入
と
、
そ
れ
に

伴
う
合
理
化
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、一
部
の
駅
で
は
、

提
案
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
御
シ
ス
テ
ム
の
研
修

が
入
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

会
社
が
長
期
的
に
目
指
し
て
い
る
の
は
、
究

極
的
に
は
駅
の
無
人
化
で
あ
り
、
お
客
さ
ま
が

自
分
で
切
符
を
買
い
、
自
分
で
乗
り
降
り
し
て

も
ら
い
、
社
員
の
手
を
一
切
わ
ず
ら
わ
せ
な
い

シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
あ
る
。
今
後
、
ま
す
ま
す

高
齢
化
が
進
み
、
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
明

ら
か
に
逆
行
す
る
。
私
た
ち
は
、
今
後
も
反
合

理
化
と
安
全
・
安
定
輸
送
を
求
め
、
旅
客
サ

ー
ビ
ス
低
下
に
反
対
す
る
た
め
に
全
力
を
挙

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
も
組
織

強
化
・
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
。
東
京

地
方
本
部
は
全
力
を
あ
げ
て
い
く
の
で
、
各

機
関
・
各
組
合
員
の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

総
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
高
橋
勝
青
梅
市

議
、
河
野
達
男
新
宿
区
議
、
本
池
奈
美
枝
柏

市
議
は
地
方
大
会
に
出
席
し
、
高
橋
団
長
が

代
表
し
て
挨
拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後
会
議
室

で
議
員
団
総
会
を
開
催
。
河
野
事
務
局
長
の

進
行
で
、
経
過
報
告
、
決
算
、
二
〇
一
四
年

度
活
動
方
針
と
予
算
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ

た
。

　

各
議
員
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
の
安
全
問
題
が
出
さ
れ
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ホ
ー
ム
ド
ア
な
ど
に
つ
い
て
、

自
治
体
の
支
援
と
Ｊ
Ｒ
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
題
提
起
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
踏
切
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
日
頃
の
議
員
活
動
に
つ
い
て
も
報

告
・
交
流
が
行
わ
れ
た
。

　

来
年
四
月
に
は
、
統
一
自
治
体
選
挙
が
行
わ

れ
る
。
高
橋
勝
議
員
は
青
梅
市
で
、
青
山
秀
雄

市
議
は
昭
島
市
で
、
河
野
達
男
区
議
は
新
宿
区

で
選
挙
を
闘
い
、
七
月
に
は
石
名
国
光
市
議
が

白
河
市
で
、
八
月
に
は
本
池
奈
美
枝
市
議
が
柏

市
で
選
挙
戦
と
な
る
。
国
労
東
京
議
員
団
全
員

の
勝
利
を
目
指
し
、
闘
う
事
を
総
会
で
確
認
し

た
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
も
、協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

国
労
東
京
議
員
団
は
、
現
職
八
名
と
Ｏ
Ｂ
団

員
五
名
の
団
結
で
、
本
年
度
も
国
労
東
京
地
方

本
部
と
連
携
を
強
め
、
活
動
し
て
い
く
事
を
確

認
し
、
総
会
は
終
了
し
た
。

　

国
労
大
宮
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会
は
、
保
線

技
術
セ
ン
タ
ー
一
〇
名
、
東
鉄
工
業
大
宮
出
張
所

（
出
向
）
二
名
、
エ
ル
ダ
ー
三
名
の
一
五
名
で
す
。

大
宮
保
線
区
時
代
の
組
合
員
は
四
名
で
転
入
者
が

多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

分
会
の
活
動
は
、
分
会
大
会
、
執
行
委
員
会
、

転
入
出
者
の
歓
送
迎
会
、
花
見
、
秋
の
鮎
狩
、
な

ど
で
す
。
特
に
鮎
狩
は
、
退
職
者
に
も
声
を
か
け

る
な
ど
多
く
の
参
加
者
で
、
烏
山
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
近
く
の
温
泉
宿
で
一
泊
し
、
親
睦

を
深
め
あ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

年
々
減
少
し
て
い
る
組
合
員
数
に
危
機
感
を
持

ち
、
国
労
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
強
化
・
拡

大
の
取
り
組
み
と
し
て
、
新
入
社
員
へ
の
組
合
説

明
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
組
合
員
獲
得
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
仕
事
・
遊
び
な
ど

日
常
の
か
か
わ
り
か
ら
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。



国
会
で
ま
た
も
や
革
マ
ル
問
題

殺
人
・
強
盗 

↓ 

革
マ
ル

↓
J
R
総
運
・
J
R
東
労
組
と
い
う
図
式

2015 年 1 月 10 日 10：30 開会式

参加費：500 円
受け付け・桜田門　10：00 ～

毎月第二水曜
 (2 月は１８日に変更 )

初 回 無 料
要申込

国 労 東 京
法 律 相 談

国労東京新春マラソン大会

皇居１周・２周

各地区本部・支部への申し込みを

平
和
を
求
め
る
行
動
に

　
　
　
　
各
地
で
参
加

軍
事
力
に
よ
ら
な
い
平
和
を
訴
え
よ
う
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九
月
二
五
日
に
、
横
須
賀
市
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
公
園

に
お
い
て
「
原
子
力
空
母
配
備
撤
回
を
求
め
る

九・
二
五
神
奈
川
集
会
」（
主
催
・
神
奈
川
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
・
三
浦
半
島
地
区
労
）
が
行
わ
れ
、

一
七
〇
〇
人
が
結
集
し
た
。
国
労
か
ら
も
神
奈
川

地
区
本
部
の
組
合
員
を
中
心
に
多
く
の
仲
間
が
参

加
し
た
。

　

そ
の
中
で
参
加
者
か
ら
「
国
内
の
原
発
が
全
て

停
止
し
て
い
る
今
日
も
、
何
の
制
約
も
無
く
航
行

し
て
い
る
。
原
子
力
の
安
全
神
話
は
無
責
任
」「
来

年
に
は
燃
料
交
換
な
ど
で
、
同
型
艦
ロ
ナ
ル
ド
レ

ー
ガ
ン
に
交
代
す
る
見
込
み
だ
が
、
同
時
に
随
伴

艦
の
増
強
な
ど
も
予
想
さ
れ
る
。
機
能
強
化
に
反

対
す
る
」
な
ど
の
発
言
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
厚
木

爆
音
訴
訟
の
報
告
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
、
基
地
前
で
は
「
ジ
ョ
ー
ジ

ワ
シ
ン
ト
ン
配
備
撤
回
」「
基
地
機
能
強
化
反
対
」

な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
続
い
た
。

　

一
〇
月
一
七
日
に
は
、
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い

て
「
戦
争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
東
京
集
会
」
が
、

戦
争
を
さ
せ
な
い
東
京
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
の
主

催
で
開
催
さ
れ
、一
九
〇
〇
人
が
結
集
し
た
。様
々

な
労
働
組
合
の
仲
間
と
と
も
に
、
東
京
地
本
か
ら

も
多
く
の
国
労
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

集
会
の
メ
イ
ン
は
沖
縄
国
際
大
学
教
授
（
元
琉

球
新
聞
論
説
委
員
長
）
の
前
泊
博
盛
さ
ん
で
、「
安

倍
首
相
が
言
う
、
集
団
的
自
衛
権
で
、
世
界
最
強

の
米
軍
を
日
本
が
助
け
る
場
面
な
ど
あ
り
え
な

い
。
イ
ラ
ク
問
題
も
、
今
の
イ
ス
ラ
ム
国
の
状
況

を
見
れ
ば
、
軍
事
力
で
軍
事
力
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
が
明
ら
か
。
沖
縄
は
ひ
ど

い
目
に
会
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
憲
法
の
大
事
さ

を
知
っ
て
い
る
。
人
権
や
民
主
主
義
は
、
与
え
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
奪
い
取
る
物
。
基
本
的
人

権
や
平
和
を
一
緒
に
勝
ち
取
っ
て
い
こ
う
」
な
ど

の
話
が
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
壊
憲
Ｎ
ｏ
！
九
六
条
改
悪
反
対
連

絡
会
議
・
二
瓶
共
同
代
表
や
、
東
京
全
労
協
・
纐

纈
議
長
か
ら
も
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

一
〇
月
二
一
日
に
は
、
横
田
基
地
そ
ば
の
福
生

公
園
に
お
い
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
配
備
阻

止
・
基
地
の
縮
小
撤
去
を
求
め
る
「
一
〇・
二
一

横
田
集
会
」
が
行
わ
れ
、
八
王
子
地
区
本
部
か
ら

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
三
多
摩
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
・
田
中
議
長
（
国
労
八
王
子
地
区
本

部
委
員
長
）
が
立
ち
、
続
く
来
賓
あ
い
さ
つ
で

は
、
社
民
党
三
多
摩
地
区
本
部
・
高
橋
地
区
本
部

長
（
青
梅
市
会
議
員
・
国
労
東
京
議
員
団
長
）
か

ら
「
安
倍
首
相
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
関
連
法
案

を
国
会
に
出
す
と
言
っ
て
い
た
が
、
来
年
の
統
一

自
治
体
選
挙
に
影
響
が
あ
る
か
ら
、
選
挙
後
に
出

す
と
言
っ
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
が
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
四
月
に
向
け
、
統
一
自

治
体
選
挙
を
闘
う
こ
と
。
勝
利
を
し
、
一
人
で
も

多
く
の
仲
間
と
反
戦
・
反
基
地
・
反
核
に
つ
い
て

訴
え
る
」、
第
九
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告
団
・

青
山
副
代
表
（
昭
島
市
会
議
員
・
国
労
東
京
議
員

団
）
か
ら
は
「
昨
年
七
月
に
、
米
空
軍
司
令
官
が

横
田
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ
を
配
備
す
る
と
記
者
会

見
。
市
議
会
も
訴
訟
団
も
白
紙
撤
回
を
求
め
て
、

署
名
活
動
、
政
府
へ
の
要
請
行
動
も
繰
り
返
し
行

っ
た
。
米
側
の
記
者
会
見
で
は
『
日
米
両
政
府
で

協
議
中
。
横
田
基
地
に
決
ま
る
可
能
性
が
高
い
』

と
話
さ
れ
た
が
、
日
本
政
府
は
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
を

通
す
。
そ
の
間
に
、
全
国
の
自
衛
隊
基
地
に
オ
ス

　

現
在
開
会
中
の
第
一
八
七
回
国
会
（
臨
時
会
）

の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
は
、
消
費
税
値
上
げ
に

関
連
し
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
に
つ
い
て
様
々
な

議
論
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
一
〇
月
三
〇

日
に
安
倍
総
理
大
臣
と
、
枝
野
幸
男
議
員
（
民
主

党
・
元
経
産
大
臣
・
元
内
閣
官
房
長
官
）
と
の
間
で
、

次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
国

会
中
継
も
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

政
治
献
金
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
の
中
で
、

自
民
党
が
野
党
だ
っ
た
時
代
の
や
り
取
り
を
、
再

度
取
り
上
げ
た
場
面
（
要
旨
）
で
あ
る
。

安
倍
総
理
大
臣
「
殺
人
や
強
盗
や
窃
盗
や
盗
聴

を
行
っ
た
革
マ
ル
派
活
動
家
が
い
ま
す
。
こ
の
革

マ
ル
派
活
動
家
が
、
主
導
的
な
立
場
に
浸
透
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
（
労
組
）。

答
弁
で
そ
う
い
う
団
体
だ
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、

枝
野
議
員
が
大
臣
を
し
て
い
た
時
の
内
閣
で
し
た
。

そ
の
団
体
か
ら
枝
野
議
員
は
約
八
〇
〇
万
円
の
献

金
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
は
殺
人
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
ゆ
ゆ
し
き
問
題

で
は
な
い
で
す
か
」

　

こ
れ
ま
で
も
度
々
国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
総
理
大
臣
の
見
解
で
あ
り
、

重
い
で
す
ね
。

　知
ら
な
い
の
は
組
合
員
だ
け
？

い
っ
た
い
、
誰
の
た
め
の
労
働
組
合
な
の
か
！

プ
レ
イ
を
飛
来
さ
せ
、
配
備
の
規
制
事
実
化
を
進

め
て
い
る
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
小
原

事
務
局
長
や
自
治
労
東
京
都
本
部
、
地
元
の
西
多

摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
報
告
が
さ
れ
、
田

中
議
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
デ
モ
行
進
に
移
っ

た
。
デ
モ
行
進
は
横
田
基
地
沿
い
の
国
道
一
六
号

線
を
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
続
け
な
が
ら
進

み
、
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
、
基
地
撤
去
を
訴
え
、
福

生
駅
ま
で
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

青山市議


